
今
年
８
月
15
日
は
、
日
本
が
「
自
存

自
衛
」
と
称
し
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
の
敗
戦
69
周
年
に
な
り
ま
す
。
ア
ジ

ア
３
０
０
０
万
人
、
日
本
３
１
０
万
人

の
死
者
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
戦

争
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
平
和
憲
法
が
も

た
ら
さ
れ
て
69
年
間
、
日
本
は
戦
争
の

な
い
平
和
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
安
倍
政
権
は
「
戦
後
レ
ジ
ー

ム
か
ら
の
脱
却
」
を
め
ざ
し
、
国
家
主

義
的
な
歴
史
の
見
直
し
と
、
近
隣
諸
国

と
の
不
必
要
な
摩
擦
を
演
出
し
、
解
釈

改
憲
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容

認
を
決
め
、
日
本
の
外
交
政
策
を
１
８

０
度
転
換
さ
せ
ま
し
た
。
安
倍
首
相
の

「
積
極
的
平
和
主
義
」
と
「
国
際
貢
献
」

と
は
、
実
は
外
国
の
戦
争
に
参
加
す
る

こ
と
な
の
で
す
。

安
倍
首
相
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
・
フ
ク
シ
マ
」
を
否
定
し
、
原
発
＝

核
と
武
器
の
輸
出
セ
ー
ル
ス
に
狂
奔
し

て
い
ま
す
。

福
島
原
発
事
故
か
ら
３
年
半
余
が
経

ち
ま
し
た
。
事
故
は
収
束
ど
こ
ろ
か
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
原
子
力

規
制
委
員
会
は
、
７
月
の
「
適
合
審
査
」

で
火
山
対
策
な
ど
数
々
の
事
故
対
策
が

不
完
全
な
ま
ま
九
州
電
力
川
内
原
発
１
、

２
号
機
（
鹿
児
島
県
）
の
事
実
上
の
再

稼
働
を
認
め
ま
し
た
。
原
子
力
ム
ラ
は

こ
れ
を
契
機
に
全
国
の
原
発
の
再
稼
働

を
狙
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
倍
首
相
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
誘
致
で
「
汚
染
水
は
完
全
に
ブ
ロ
ッ

ク
さ
れ
て
い
る
」
と
〝
大
ウ
ソ
〟
を
つ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
世
界
一
安
全
な

原
発
」
と
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
、
財
界

要
人
を
引
き
連
れ
て
原
発
輸
出
の
セ
ー

ル
ス
に
、
ベ
ト
ナ
ム
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

ト
ル
コ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど
を
訪
問
し

「
契
約
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

安
倍
内
閣
は
４
月
に
武
器
輸
出
三
原

則
を
事
実
上
反
故
に
し
、
新
た
に
「
防

衛
装
備
移
転
原
則
」
を
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
と
一

体
に
、
武
器
の
共
同
開
発
と
生
産
に
公

然
と
道
を
開
く
も
の
で
す
。

安
倍
首
相
は
こ
こ
で
も
防
衛
産
業
関

係
者
を
同
行
さ
せ
、
諸
外
国
に
日
本
製

の
武
器
と
技
術
を
売
り
込
ん
で
い
ま
す
。

最
新
鋭
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ
35
の
ラ
イ

セ
ン
ス
生
産
や
地
対
空
誘
導
弾
パ
ト
リ

オ
ッ
ト
「
Ｐ
Ａ
Ｃ
２
」
の
部
品
の
輸
出

へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
第
三
の
矢
」
は

〝
新
成
長
戦
略
〟
に
原
発
と
武
器
輸
出

が
組
み
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
安
倍
政

権
の
戦
争
政
策
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
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「
原
発
・
武
器
」
輸
出
の
世
界
セ
ー
ル
ス

日
本
軍
国
主
義
に
よ
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
か
ら
69
年
を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
は
侵
略
戦
争
の
反
省
に
立
ち
、
憲
法
に
立
脚
し
た
独
自
の
平
和
外
交
を
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
安
倍
政
権
は
こ
れ
を
１
８
０
度
転
換
し
、
「
戦
争
が
で

き
る
国
」
へ
と
突
進
し
て
い
ま
す
。
相
次
ぐ
〝
外
遊
〟
に
よ
り
世
界
各
国
に

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
」
の
賛
同
と
、
「
原
発
＝
核
と
武
器
輸
出
」
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
、
今
や
〝
死
の
商
人
〟
の
御
先
棒
を
か
つ
ぐ
有
様
で
す
。

許
せ
ま
せ
ん
。
力
を
合
わ
せ
て
安
倍
政
権
を
打
ち
倒
し
ま
し
ょ
う
。

2014年８月

平和国家をかなぐり捨てる

「死の商人」と化した安倍政権

国
内
で
原
発
再
稼
働
の
準
備

国
外
は
原
発
輸
出
セ
ー
ル
ス

日
本
を
戦
争
が
で
き
る
国
へ

侵
略
戦
争
の
教
訓
は
反
故

戦後
69年

武
器
輸
出
解
禁
で
勢
い
づ
く

財
界
期
待
の
軍
事
産
業
育
成



厚
労
省
も
子
ど
も
の
貧
困
化
の
原
因

を
母
子
世
帯
の
増
加
と
働
く
母
親
の
多

く
が
非
正
規
雇
用
で
あ
る
こ
と
を
認
め

て
い
ま
す
。
一
人
親
世
帯
の
子
ど
も
の

貧
困
率
は
54
・
６
％
。
そ
の
う
ち
母
子

世
帯
が
６
割
を
占
め
て
１
２
４
万
世
帯
、

こ
の
２
年
間
に
11
万
世
帯
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
母
親
の
半
数
以
上
が
派
遣

や
パ
ー
ト
な
ど
低
賃
金
非
正
規
雇
用
で

す
。
彼
女
ら
の
年
収
は
男
性
正
社
員
の

４
割
そ
こ
そ
こ
、
平
均
１
８
０
万
円
。

パ
ー
ト
を
掛
け
持
ち
し
て
く
た
く
た
に

な
り
、
育
児
に
手
が
行
き
届
か
な
い
の

が
現
状
で
す
。

両
親
の
い
る
世
帯
で
あ
っ
て
も
父
親

が
失
業
し
て
母
親
が
非
正
規
で
働
く
ケ
ー

ス
が
あ
り
、
子
ど
も
の
貧
困
化
は
な
く

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
貧
困
は
世
代
連

鎖
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

食
事
は
満
足
に
と
れ
て
い
る
か
、
修

学
旅
行
に
行
け
て
い
る
か
、
教
材
・
衣

服
は
整
っ
て
い
る
か
と
親
の
悩
み
は
尽

き
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
教
育
機
会
の
不

平
等
か
ら
進
学
を
あ
き
ら
め
、
低
賃
金

非
正
規
と
し
て
働
か
ざ
る
を
得
な
い
若

者
の
現
状
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
子
ど
も
貧
困
対
策
法
が
成
立

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
具
体
化

す
る
大
綱
の
策
定
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

や
っ
と
、
年
収
３
６
０
万
円
未
満
の
５

歳
児
を
対
象
に
幼
稚
園
、
保
育
園
を
無

償
化
す
る
文
科
相
案
が
出
ま
し
た
。
し

か
も
政
策
は
ち
ぐ
は
ぐ
で
す
。
就
学
援

助
の
縮
小
や
、
一
人
親
世
帯
へ
の
児
童

扶
養
手
当
の
削
減
、
冬
の
暖
房
費
の
引

き
下
げ
な
ど
、
生
活
保
護
基
準
の
引
き

下
げ
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

消
費
税
の
増
税
は
貧
困
家
庭
に
よ
り
重

く
の
し
か
か
り
、
社
会
保
障
費
の
削
減

が
貧
困
化
と
格
差
を
助
長
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
女
性
の
労
働
力
活
用
へ
待

機
児
童
ゼ
ロ
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
女
性
の
低
賃
金
で
不
安
定
な

非
正
規
と
い
う
就
業
形
態
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
て
は
生
活
の
改
善
に
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。

◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇

貧
困
化
と
格
差
を
食
い
止
め
る
に
は
、

世
界
一
企
業
に
優
し
い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

を
お
蔵
入
り
に
す
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

そ
し
て
、
国
と
自
治
体
の
予
算
を
貧
困
・

格
差
対
策
に
重
点
配
分
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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子どもが貧困化する日本

企
業
に
や
さ
し
い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
罪

育
児
放
棄
さ
れ
た
子
ど
も
が
餓

死
す
る
な
ど
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
絶
え
ま
せ
ん
。
背
景
に
貧

困
と
格
差
問
題
が
あ
り
ま
す
。

厚
労
省
の
「
国
民
生
活
基
礎
調

査
」
に
よ
る
と
、
２
０
１
２
年

の
子
ど
も
の
貧
困
率
（
平
均
的

所
得
の
半
額
未
満
）
は
16
・
３

％
と
過
去
最
悪
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
大
企
業

が
繁
栄
し
、
庶
民
は
や
せ
細
り
、

格
差
は
拡
大
す
る
ば
か
り
で
す
。

貧
困
は
世
代
に
連
鎖
す
る

い
い
加
減
な
政
府
の
貧
困
対
策

生
活
に
追
わ
れ
て
く
た
く
た
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